
 

 

 

 

 

 

 

下記の通り、平成２７年１月２０日（火）郡山市役所で平成２６年度地域づくり交流会が

開催されますので、奮ってご参加下さい。 

詳しくは、下記ＨＰをご覧下さい。 

 http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/41055b/h26tiiki.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜昨年度の交流会の様子＞ 

 

 

 

 

 

 

   

Vol.４６ 平成 2７年１月６日発行 

平成２６年度地域づくり交流会が開催されます。 

お知らせ 



 

 

 

あなたの“だいすきなふくしまの街かど”を写真に撮って応募して下さい。 

募集期間：２０１５年１月１３日～５月１５日 

  公益財団法人福島県区画整理協会の主催により、第３回だいすきな街かど写真コンテス

トが開催されます。応募資格は、プロフェッショナル・アマチュア、年齢、性別問わず、

福島県民及び福島県にお住まいの方です。応募テーマは、「だいすきな ふくしまの街かど」

です。心に残る、ふるさとふくしまの街かどの風景を撮影してご応募ください。 

公益財団法人福島県区画整理協会　企画課内　コンテスト事務局

〒963-8014

郡山市虎丸町6番16号　あいおいニッセイ同和損保郡山第一ビル

024-921-5000（代表）

写真コンテストの詳細は・・・ 検索
http://www.fukushima-kukaku.or.jp

第２回公益財団法人福島県区画整理協会賞『日の丸入学』

大 賞
賞金5万円＆副賞

公益財団法人福島
県区画整理協会賞

福島県区画整理協会

応募先（問い合わせ先）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「「「第第第３３３回回回だだだいいいすすすきききななな街街街かかかどどど写写写

真真真コココンンンテテテススストトト」」」のののおおお知知知らららせせせ         



 

 

 

 

 

 

 今年も 11 月 3 日（月）文化の日

に、第 12 回あづまの郷ウォーク大会

が、あづま総合運動公園で開催され

ました。 

 大会ではとうほう・みんなのスタジ

アム（県営あづま陸上競技場）をスタ

ート・フィニッシュとする７km から

２０km までの多彩な 5 つのコース

が用意され、県内外より集まった １，

８７０人の参加者の皆さんは、スター

トの合図で、参加されたコースを各々

のペースでウォーキングを楽しみま

した。 

 大会開催当日は、秋真っ盛り、あづま総合運動公園

内の黄色に染まったイチョウ並木をはじめ、周辺の

山々の紅葉と参加者同士の触れ合いと共に秋のあづま

路を満喫しました。 

 出発式では、とうほう・みんなのスタジアムに今年

新たに設置された大型映像装置を使って、商品券や新

米が当たる抽選会が行われ、また、コースの各所では

地元福島西地区の皆さまのご厚意により、甘酒、玉コン、季節の果物など、参加者への心温

まるおもてなしがあり、大会を多いに盛り上げていただきました。 

（公益財団法人福島県都市公園・緑化協会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年も元気に開催!! 
～ 第 12 回 あづまの郷ウォーク大会レポート ～ 



 

 

 

 

「地域における歴史的風致の維持及び向上に関する法律（通称：歴史まちづくり法）」は、

地域の歴史的な風情、情緒を活かしたまちづくりを進めるため、地域の固有の歴史的建造物

や伝統的な人々の活動からなる歴史的風致について、市町村が作成した歴史的風致維持向上

計画を国が認定することで、法律上の特例や各種事業により市町村の歴史まちづくりを支援

するものです。白河市のほか、全国で４６都市が認定を受けまちづくりを進めています。 

 去る平成２６年１０月２１日（火）、青森県弘前市において、東北地方で認定を受けた４都

市の市長が一堂に会し「東北歴史まちづくりサミット２０１４」が開催され、福島県からは

白河市の鈴木市長が参加されました。とても参考となる内容でしたのでお知らせします。 

オープニングセレモニーでは地元の七夕会（たなばたかい）の

皆様による「ねぷた囃子」（写真Ａ）があり、弘前ならではの風

情に触れることができました。 

続いて、国土交通省の舟引大臣官房審議官より「全国における

歴史まちづくりの動き」について説明（写真Ｂ）がありました。

計画認定の効果として「①良いまちができる」「②市民が自分の

住むまちを再認識する」「③文化財部局とまちづくり部局間の連

携がよりスムーズになる」ことや法律制定当時の裏話なども聞

け、計画の意義を再認識しました。 

工学院大学建築デザイン学科の後藤教授からは、「歴史まちづ

くり法の意義と課題」と題した基調講演（写真Ｃ）がありまし

た。歴史的建造物を活用することで地域に仕事ができ、地元で

働く人がいることで地域経済の活性化や地域の防災力が向上す

ることが示されました。 

 パネルディスカッション（写真Ｄ）では、白河市鈴木市長か

ら「白河市の歴史・伝統・文化を活かしたまちづくり」が紹介

されたほか、弘前市長、多賀城市長、鶴岡市長からそれぞれ特

徴のある歴史まちづくりに取り組んでいることが紹介されまし

た。 

地方創生が話題となっておりますが、今回のサミットに参加し

て、地域の歴史的な風情や情緒を活かした歴史まちづくりを進

めることが地方創生に繋がると改めて認識しました。 

なお現在、国見町が年度内認定を目指して手続きを進めており

ます。 

まちづくり推進課では、このような歴史まちづくりが県内に 

広がっていくよう支援してまいります。 

 

 

「東北 歴史まちづくりサミット 2014」開催 

写真Ａ 

写真Ｂ 

写真Ｃ 

写真Ｄ 



 

 

メールマガジン登録随時受付中 ! ! ! 

１ 土木部メルマガ希望
又は解除 

２ お住まいの市町村 

 

【発行元】 福島県土木部まちづくり推進課 
〒９６０－８６７０（住所記載不要です） 
ＴＥＬ 024-521-751１ 
ＦＡＸ 024-521-7956 
e-mail machizukuri@pref.fukushima.lg.jp 
ＵＲＬ http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/41055b/ 

 

福島県土木部では、土木部メールマガジンとして、定期的に土木部の取り組みや情報を発信しております。
まちづくり瓦版、地域のイベント情報も合わせて発信しております。 

メールマガジン（無料）の登録をご希望される方は 

１，２を記入の上、
doboku_mailmagazine@pref.fukushima.lg.jp
まで希望する旨ご連絡下さい。 

mailto:machizukuri@pref.fukushima.jp
http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/41055b/

